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選択教科の研究と一人一研究授業の実
施・授業改善

年
度

   各学級でタブレットや電子黒板が効果的に活用されていた。日々の教職員
の研修の成果だと思う。しかし、現状に満足せずに、さらなる向上を期待して
いる。また、算数科研究の４年目の成果が、他教科でも現れることも期待して
いる。

おおむね
良好

【前期（→年度）】
①今年度は算数科研究の４年目である。これまでの取組を通して、子どもたちは授業の流れ「有浦スタイル」が身
に付き、見通しをもって授業に臨み、「自分の考え」をもつようになってきた。しかし、自信をもって表現するこ
と、子ども同士で伝え合うことに消極的な子どもも少なくない。こうした現状を踏まえ、今年度は「伝え合う力＝
仲間との関わりの中で、互いの立場や考えを尊重し、言語を通して正確に理解したり適切に表現したりする力」を
高める授業づくりに取り組んでいる。「伝える力」を鍛えるための教科を教師一人一人が決め、その教科の学習を
通して子どもの「伝え合う力」を鍛えている。そして、その鍛えた「伝え合う力」を算数の学び合いへと生かして
いる。
②教師全員が共通理解して研究を進めるために、一人一研究授業に取り組んでいる。学団部で指導案検討会を行っ
たり、職員全員で研究を行ったりして研修を深めている。授業研究会は、教師一人一人が自分の意見をもち、自由
に話し合う「ワイガヤ研究会」である。研究会で学んだことを次の日の授業から生かそうと、活発な意見が交わさ
れている。前期は指定訪問、校内研究会を２回行い、研究を重ねてきた。
③６月には、世田谷区教員訪問、岡山県教員視察、７月には東北六県市町村連合会研修会が本校で行われ、県外の
先生方や教育委員の方々にも授業を参観していただいた。特に東北六県研修会では、40人の教育委員を受け入れ、
全ての学級で公開授業、５つの部会でのワークショップを行い、活発な協議が行われた。
④夏休みには、「課題づくり」「学び方」について校内研修を行った。子どもの集団作りから学び合いについて、
授業改善のポイントについて、研修を受けた。また、子どもたちへも「学びのオリエンテーション」を開き、各学
年に応じた指導を行った。
〈後期の取組〉
①夏休みに行った研修会を受け、「伝え合う力」の育成に励んでいく。すべての教育活動において「言語活動の充
実」を図ることができるよう、オリエンテーションで確認をした「反応」ができるように指導の充実を図る。
②全ての学級に電子黒板が配置された。今まで活用してきたロイロノートや実物投影機もこの電子黒板を使うとす
ぐに活用することができる。後期はねらい達成のために、ICTを有効活用していきたい。
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１４　研修の充
       実と活用

実践課題

（１５）校内及び自己のテーマに即した実践的
       研修の充実

評価指標
後期

１３　指導力の
       向上

学び合いをファシリテートする力の向上

(１４）授業改善 3学び合いの充実を目指した取組

子どもの思考の流れを意識した授業の実践



有浦スタイルを基にした板書・ノート

学びのオリエンテーションの様子

「課題づくり」研修会の様子

子どもたちに使わせたい

学び合いで発言をつなぐ言葉

「学びのオリエンテーション」 子どもの書いた振り返りより


